
 

 

「ふれあい学習」は、どのような学習とお思いですか。 

「ふれあい」で思い出されるものとして、親子のふれあい（スキンシップ）や友達とのふれあい（交流）、ペ

ットとのふれあい（通じ合い）、サークル仲間とのふれあい（仲間意識）、ボランティア活動でのふれあい（助

け合い）などがあり、いろいろな場面で使われる便利な言葉であることが分かります。一方、いろいろな意味

を持っているだけでなく漠然とした言葉でもあるため、イメージしにくい一面があります。 

栃木県では「ふれあい学習」について、次のように定義しています。 

 

 

 

 

 

 ふれあい学習を推進することにより学校・地域・家庭の連携を進め、地域学校協働本部等、地域住民が学校

を支援する取組や、地域住民が子どもたちと交流し、体験的な学びの場を提供する放課後子ども教室等の取組

の充実を図っています。 

 今後につきましても、学校の皆さま及び、市町教育委員会の皆さまとの更なる連携を図りながら各施策に取

り組んでまいりますので、引き続き御理解・御協力をお願いいたします。 

【参考】ふれあい学習課の業務：ふれあい学習の推進、家庭教育支援、人権教育の推進、青少年健全育成、 

               生涯学習団体等への支援、生涯スポーツ、児童生徒の文化・芸術活動 など 

 

 

ふれあい学習課では、「ふれあい学習」推進の一環

として、大人の学びの機会に、ふれあい学習課職員

を研修に派遣したり、研修方法等について一緒に考

えたりする「ふれあい学習応援隊」を実施していま

す。 

さて、学校という場面で大人が学ぶ機会を考えて

みると、保護者会等で親が学ぶということはもちろ

んのこと、先生方の職員研修もその対象としており

ます。研修支援としては、 

参加者同士が主体的に関わ 

りながら学びを深めていく 

「参加型」の学習手法をお 

勧めしております。 

過日各学校等に「ふれあ 

い学習応援隊」の要項とチ 

ラシを送付しましたのでご 

活用ください。 

河内教育事務所管内 ふれあい学習・生涯学習に関する情報紙 
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発行：河内教育事務所 

ふれあい学習課 

後援：宇河地区生涯学習研究会 

「ふれあい学習」って何？ 

令和元年度河内教育事務所主催の主な研修等 

○人権教育指導者一般研修兼生涯学習研究会研修Ⅰ 

「松本サリン事件での被害体験」 

リカバリー・サポートセンター 河野 義行 氏 

6月6日(木)PM 県総合教育センター 

○ＰＴＡ指導者研修Ⅰ兼生涯学習研究会研修Ⅱ 

 「子育てハッピーアドバイス」 真生会富山病院  

心療内科部長 明橋 大二 氏 

 7月12日(金)PM 田原コミュニティプラザ 

○ステップアップ研修Ⅰ兼生涯学習研究会研修Ⅲ 

 「未定」 栃木市立大平中央小学校 校長 

 鈴木 廣志 氏 11月15日(金)PM 河内庁舎 

○地域連携教員・地域教育コーディネーター研修兼 

 生涯学習研究会研修Ⅳ 

 「未定」 とちぎボランティアＮＰＯセンター 

  主任研究員 小針 協子 氏 

 12月23日(月)PM 県総合教育センター 

○ふれあい学習ネットワーク兼地域実践交流会 

  2月16日(日)PM 栃木県子ども総合科学館 

ふれあい学習に関する情報をお待ちしています。 

生涯学習に関すること、学校と地域の連携・協働に関すること、社会教育主事（有資格者）として頑張っている 

○○さん等の情報をお寄せください。 

河内教育事務所ふれあい学習課  ＴＥＬ 028-626-3183 

ふれあい学習応援隊を活用してみませんか！ 

「ふれあい学習」とは、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代の人々との交流を

通した体験活動、学習活動のこと。本県独自の取組として、平成13年度より推進しています。 

 ふれあい学習は、交流活動・体験活動・学習活動を通して、子どもの「生きる力」を育成しながら、

地域の大人の「家庭と地域の教育力の向上」を目指しています。 


